
市政懇談会

債
権
管
理
に
つ
い
て
、

法
的
な
問
題
や
全
庁
で

調
整
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

債
権
管
理
対
策
準
備
室
で
の
検
討

結
果
を
待
つ
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
答

弁
を
聞
く
限
り
、
全
く
人
ご
と
で

自
覚
が
感
じ
ら
れ
ず
、　

職
員
の

意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
、

ど
の
よ
う
な
形
で
職
員
の
意
識
改

革
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
滞
納
債
権
の
徴
収
強
化

を
図
る
た
め
、
保
育
料
や
下
水
道

使
用
料
な
ど
の
収
納
対
策
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。　

職
員
の
意
識
改
革
の
一
環

と
し
て
、
自
治
体
の
債
権

管
理
に
精
通
し
た
弁
護
士
を
招
き
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
同
年
11
月
ま

で
の
間
、
計
３
回
の
債
権
管
理
研

修
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
各
担

当
部
署
か
ら
積
極
的
な
参
加
が
あ

っ
た
。

　

今
後
と
も
住
民
負
担
の
公
平
性

や
財
政
の
健
全
性
を
担
保
し
、
法

律
に
の
っ
と
っ
た
適
正
な
債
権
管

理
を
行
う
た
め
、
定
期
的
な
研
修

を
通
し
て
、
職
員
の
意
識
改
革
に

最
大
限
努
め
て
い
き
た
い
。

　

収
納
対
策
に
つ
い
て
は
、
保
育

料
の
場
合
、
保
育
料
滞
納
対
策
実

施
規
程
を
定
め
、
納
付
催
告
書
の

発
送
や
納
付
相
談
な
ど
に
よ
り
滞

納
整
理
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

下
水
道
事
業
に
お
け
る
平
成
25
年

度
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
は
、

対
前
年
度
比
で
22
・
１
ポ
イ
ン
ト

の
増
。
使
用
料
に
つ
い
て
も
、
対

前
年
度
比
で
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の

増
と
徴
収
率
が
上
昇
し
て
お
り
、

こ
れ
は
、
徴
収
強
化
期
間
を
設
定

し
、
夜
間
訪
問
を
集
中
的
に
行
っ

た
結
果
で
あ
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

︵
企
画
提
案
方
式
︶
で

実
施
し
た
石
鎚
山
系
山
岳
ス
ポ
ー

ツ
Ｐ
Ｒ
事
業
に
係
る
委
託
契
約
に

つ
い
て
、
事
前
に
公
表
し
て
い
な

い
市
長
が
歩
切
り
を
行
っ
た
後
の

予
定
価
格
が
業
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
見
積
書
と
同
額
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
そ
の
契
約
の
正
当
性
に

疑
問
、
疑
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な

い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
不
自
然

な
契
約
事
務
が
行
わ
れ
た
の
か
。

石
鎚
山
系
山
岳
ス
ポ
ー
ツ

Ｐ
Ｒ
事
業
の
業
者
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
、
専
門
業
者

に
よ
る
企
画
提
案
を
幅
広
く
求
め

た
。
応
募
資
格
は
、
愛
媛
県
内
に

本
店
若
し
く
は
支
店
を
有
す
る
者

の
う
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
Ｐ
Ｒ
事
業
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
、
か
つ

当
該
委
託
事
業
を
円
滑
に
遂
行
す

る
た
め
の
必
要
な
経
営
基
盤
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
条
件
で
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
は
１
社
で

あ
っ
た
。
企
画
提
案
書
の
提
出
後
、

選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
の

結
果
、
広
く
応
募
し
た
こ
と
で
競

争
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
応
募
者
が
随
意
契
約
の
相

手
方
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断

し
た
。

　

予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
企
画

提
案
書
の
内
容
に
基
づ
き
、
提
案

金
額
を
参
考
に
決
定
し
た
も
の
で

あ
り
、
決
定
業
者
が
当
初
の
提
案

金
額
と
同
額
で
見
積
額
を
提
出
し

た
た
め
結
果
的
に
一
致
し
て
い
る

が
、
契
約
事
務
は
、
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
。

全
国
の
自
治
体
で
は
、

都
市
間
競
争
の
側
面
と

し
て
広
報
競
争
が
激
化
し
、
こ
れ

ま
で
に
は
な
か
っ
た
広
報
広
聴
戦

略
プ
ラ
ン
が
作
ら
れ
、
自
治
体
の

広
報
広
聴
活
動
の
水
準
が
向
上
し

て
い
る
。
市
民
の
意
見
、
要
望
等

を
収
集
す
る
優
れ
た
広
聴
が
あ
っ

て
こ
そ
、
良
い
政
策
が
生
ま
れ
、

実
績
に
基
づ
く
広
報
が
成
り
立
つ

も
の
と
思
う
が
、
現
在
、
ど
の
よ

う
に
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

本
市
で
は
、
市
民
参
加
に

よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
実

現
に
向
け
、
意
見
、
提
言
を
伺
う

さ
ま
ざ
ま
な
広
聴
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
市

内
28
公
民
館
で
市
政
懇
談
会
を
開

催
し
、
延
べ
約
１
千
630
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。
市
政
懇
談
会
は
、
直

接
市
民
の
声
を
聴
く
貴
重
な
機
会

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
定
期

的
に
開
催
し
て
い
き
た
い
。

　

他
の
広
聴
事
業
と
し
て
は
、
市

長
が
直
接
、
団
体
な
ど
と
意
見
交

換
を
行
う
「
よ
う
こ
そ
市
長
室
・

移
動
市
長
室
へ
」
や
、
市
民
が
意

見
、
要
望
を
気
軽
に
投
函
で
き
る

よ
う
、
本
庁
を
は
じ
め
市
内
57
か

所
に
設
置
し
た
意
見
箱
、
市
の
広

報
紙
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
る
意

見
書
用
紙
、
更
に
は
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
平

成
25
年
度
中
に
は
313
件
の
意
見
、

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

市
政
に
関
す
る
意
見
、
要
望
な
ど

を
聴
取
す
る
た
め
、
市
民
40
名
に

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
お
り
、

平
成
25
年
度
に
は
179
件
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意

見
、
提
言
に
対
し
て
は
、
提
出
者

に
回
答
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
も
回
答
内
容
を
掲

載
し
て
い
る
。
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市
の
財
務
処
理
の

　
　
　
　

  

問
題
点
を
探
る

広
聴
活
動
の
現
状
と

　
　

  

今
後
の
在
り
方
は
？
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